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未来へつなぐ地域の安心と活力
　設立20周年を迎えた各地域まちづくり協議会では、これまでの歩みを礎に、地域の将来を見据えた
新たな取組の方向性をまとめました。
　人口減少や高齢化が進む中でも、「安心して暮らし続けられる地域」と「活力ある地域」を将来へ
つないでいきたい－－。その思いは、地域ごとの特色や課題は異なっていても、７つの協議会に共通
する大きな柱となっています。各地域の取組には、地域の活力を育むさまざまな取組が盛り込まれて
おり、住民同士の支え合いや協働を大切にしながら、それぞれの地域らしい未来像が描かれています。
　地域の声をもとにまとめられた、これからの地域づくりの姿。その概要と、各地域が目指す方向性に
ついてご紹介します。

～設立20周年を迎えた各地域まちづくり協議会が描く、これからの地域づくり～

日南町まちづくり協議会
設立20周年記念式典

会場：文化センターさつきホール
7.19（日）13：30－17：20

詳細はQRへ

記念講演
明治大学農学部
教授　小田切  徳美氏
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・自治防災の充実、強化、
　安全装備の支援
・環境問題への意識向上
・子育て支援活動への協力
・買い物環境の維持
・eスポーツの普及促進
・人権啓発活動への参加促進

・日野上イチョウイベント
　への協力
・花いっぱい運動の推進
・生山駅無料休憩所や地域
　振興センターの活用
・SNSや広報誌によるイベ
　ント情報発信
・地域文化の継承

・自治会との連携強化
・LINE等を活用した連絡網
　の充実
・まちづくり懇談会の開催
・若い世代の参加促進
・空き家情報など地域情報
　の共有

健康で安心安全に
暮らせる地域づくり

豊かで楽しく暮らせる
地域づくり 持続可能な地域づくり
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・防災訓練の参加、実施

福祉・健康
・高齢者軽度生活援助事業の普及
・申請補助と継続訪問

支えあい活動
・自治会、各種団体との連携

交流・文化活動
・山上文化祭の開催
・スマホ・パソコン教室

子ども・若者交流
・夏休み交流事業

地域振興
・ホタル乃国おもてなし事業

スポーツ
・Gゴルフ・ソフトバレーな
　どの練習会や大会参加

広報活動
・「山上まちづくりの会」会報
　発行

楽しく暮らすために安心して暮らすために

防災組織の強化
・防災訓練の実施・参加
・日頃の備え・意識づけ
・支え愛マップの見直し

避難所の機能強化
・備蓄用品の充実
・設備等の管理、修繕

交流イベントの開催
・既存イベントの見直し
・健康づくり「百歳体操」　
の実施

地域資源の活用
・地域の魅力再確認
・空き家・未利用地の活用

共助のある暮らし
・イベント送迎の継続
・運転（支援）できる人の掘り
　起こし
・見守り、声掛け
・持続可能な組織体制の検討

持続可能な地域づくりを推進安心・安全・暮らしやすさ
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